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概要 

ガスクロマトグラフ質量分析計（GC-MS）は、固体もしくは液体の混合物中の揮発性成分を分離し、イオ

ン化させることにより得られる質量スペクトルから分子構造を推定する分析装置である。GC-MS は、有機化

合物の合成確認、大気環境測定、食品中の香気成分および微量農薬の確認などの幅広い分野で使用されてい

る。 

本発表では、生命農学研究科の質量分析室に設置されている日本電子（株）社製の高性能ガスクロマトグ

ラフ飛行時間質量分析計（JEOL, JMS-T2000GC AccuTOF™ GC-Alpha）を用いて、構造異性体を持つアルコー

ル類の測定を行った結果について報告する。また、2022年度に導入されたオートサンプラー2850T （HTA S.R.L 

（BS, Italy））を使用すると、液体注入法に加えて、ヘッドスペース（HS）法および自動固相マイクロ抽出

（SPME）法による試料導入が可能である。HS 法および SPME 法は、固体もしくは液体のサンプルが入った

バイアル瓶をオートサンプラー付属のオーブンで加熱することにより、サンプルから揮発性成分を抽出させ、

それらを注入する方法である。これらのシステムの紹介および香気成分を測定した結果についても報告する。 

 

図 1. 装置の外観               図 2. 測定したアルコール類 
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